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PLCnext Engineer の基本的な操作方法

本マニュアルでは、PLCnext Engineer の基本操作方法を解説します。

目的別に操作手順を記載しております。目次で、目的の操作手順を検索してください。

初めて、PLCnext Engineer を操作する方は、「 1-1   PLCnext Engineer をインストールする」で

PLCnext Engineer のインストールから始めてください。その後、「 2-1   プロジェクト作成手順」を

参考に進めてください。
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1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

PLCnext Engineer のインストール・アンインストール手順を解説します。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

PLCnext Engineer を使用するには、PC へ PLCnext Engineer をインストールする必要があります。

初めて、PLCnext Engineer をインストールするとき、こちらをご参照ください。

尚、PLCnext Engineer のインストールには、以下が必要となります。

 PC (PC の推奨動作環境につきましては、次ページを参照してください。)

 インターネット環境 (PLCnext Engineer をダウンロードするために必要となります。)

注1: ファイアウォール設定を行える PC をご用意ください。ファイアウォール設定によっては、PLCnext
Engineer と PLCnext Control 間の通信がブロックされる可能性があります。

注2: 次ページの推奨動作環境を満たした PC をご用意ください。推奨動作環境を満たしていない場合、
PLCnext Engineer が動作中に当然停止したりする可能性があります。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

推奨動作環境を以下に示します。 * PC スペック確認するには次ページ参照

 Windows 10 (64-bit のみ対応) 搭載

 プロセッサ Intel Core i5 (もしくはそれ以上の性能のもの)

 RAM 最低 8 GB 以上

 グラフィックカード Microsoft DirectX 9 グラフィックデバイス (WDDM ドライバ付き)

 .Net Framework 4.6.1

 キーボード・マウス

 Ethernet ポート (インターネット接続と PLCnext Controller 接続用)

 Web ブラウザ



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

PC スペック確認方法

 画面左下の検索バーに 「DXDiag」と入力し、DXDiag を起動します。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

 DXDiag 起動後、以下の画面が表示されPC スペックが表示されます。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

 グラフィックカードのドライバを確認するには、「ディスプレイ」タブを選択します。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

PLCnext Engineer インストール手順を解説します。

1. インストールファイルをダウンロードするため https://www.phoenixcontact.com へアクセスします。

Japan を選択
Go to をクリック
します。

https://www.phoenixcontact.com/


 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

2. PLCnext Engineer の製品ページへ移動します。

検索バーに「PLCnext Engineer」と入力します。

オートコンプリート機能によって
PLCNEXT ENGINEER 1046008 が表示されます
リンクをクリックします。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

3. ダウンロードタブをクリックし、ダウンロード画面へ移動します。

“ダウンロード” タブをクリックします。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

4. 必要となるバージョンの PLCnext Engineer をダウンロードします。

PLCnext Engineer … のソフトウェア
をクリックします。

「ダウンロード」 をクリックし、
ダウンロードを開始します。

画面下へ進み、項目 ソフトウェア まで進みます。

内容を確認し、「同意します」に
チェックを入れます。

注: PLCnext Control 本体の FW バージョンと同じバージョンの
PLCnext Engineer を使用してください。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

5. ダウンロードしたファイルを実行し、PLCnext Engineer のインストールします。

ダウンロードしたファイルをダブルクリックし、
PLCnext Engineer のインストールを開始します。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

6. 言語選択画面が表示されます。ここでは「英語」を選択し、「OK」をクリックします。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

7. 「Next」をクリックします。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

8. ソフトウェアライセンス内容を確認し、チェックボックスにチェックを入れた後、
「Next」ボタンをクリックします。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

9. Npcap バージョンの確認画面が表示されます。Npcap がインストールされていない場合、Options 下の
チェックボックスにチェックを入れて、「Next」をクリックします。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

10. インストール先のフォルダを指定します。デフォルトのフォルダのまま「Next」ボタンをクリックしま
す。デフォルトのフォルダで、不都合がある場合、「Change…」ボタンをクリックして、フォルダを変
更します。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

11. 「Install」ボタンをクリックし、インストールを開始します。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

12.インストール状況を示す画面が表示されるので、完了するまで待ちます。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-1   PLCnext Engineer のインストール

13.以下のような完了画面が表示されたら、「Finish」ボタンをクリックし、完了です。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-2   PLCnext Engineer をアンインストールする

PLCnext Engineer をアンインストールすると PC から PLCnext Engineer を削除できます。

古いバージョンの PLCnext Engineer を PC から削除したいときは、こちらをご参照ください。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-2   PLCnext Engineer をアンインストールする

1. PLCnext Engineer インストーラを起動し、「Remove」をクリックします。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-2   PLCnext Engineer をアンインストールする

2. 「Remove」をクリックし、アンインストールを開始します。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-2   PLCnext Engineer をアンインストールする

3. アンインストール状況を示すウィンドウが表示されますので、完了するまで待ちます。



 

1章 PLCnext Engineer のインストール・アンインストール

1-2   PLCnext Engineer をアンインストールする

4. 以下のような完了画面が表示されたら、「Finish」をクリックし、完了です。



 

2章 プロジェクトの作成



 

2章 プロジェクトの作成

2-1   プロジェクトの作成手順

プロジェクトの作成手順を解説します。各手順の詳細につきましては、関連する章をご参照ください。

初めて PLCnext Engineer を操作する方は、こちら作成順序を参考に作業を進めてください。

参考: プロジェクト作成中は、こまめにプロジェクトファイルを保存することをお勧めします。



 

2章 プロジェクトの作成

2-1   プロジェクトの作成手順

PLCnext Engineer 起動

新規プロジェクト作成

IP アドレスの設定

PLCnext Engineer を起動します。
起動方法は、「 2-2   PLCnext Engineer を起動する」
をご参照ください。

新規プロジェクトを作成します。
作成方法は、「3-1   プロジェクトを新規作成する」
をご参照ください。

PLCnext Control へ IP アドレスを設定します。
設定方法は、「 4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する」
をご参照ください。



 

2章 プロジェクトの作成

2-1   プロジェクトの作成手順

I/O 設定

プログラミング

プログラムの
タスク割り付け

I/O モジュールを使用する場合、I/O モジュール設定を行います。
設定方法は、「 5-1   I/O モジュールを登録する」
をご参照ください。

プログラミングを行います。
プログラミング方法は、「 6章 プログラミング」
をご参照ください。

プログラムをタスクに割り付けます。
手順は、「 7章 タスク管理」
をご参照ください。



 

2章 プロジェクトの作成

2-1   プロジェクトの作成手順

HMI 作成(Web 画面)

プロジェクトのビルド
・書き込み

デバッグ

必要があれば HMI(Web 画面) を作成します。
作成方法は、「 8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する」
をご参照ください。

プロジェクトをビルドし、ビルドしたプロジェクトを PLCnext Control
へダウンロードします。手順は「 9-1   プロジェクトをビルドする」
をご参照ください。

プログラムのデバッグを行います。
デバッグ方法は、「 7章 タスク管理」
をご参照ください。



 

2章 プロジェクトの作成

2-1   プロジェクトの作成手順

プロジェクト修正

プロジェクト完成

デバッグの結果、プロジェクトの修正が必要あれば、修正を行います。
修正後、再度デバッグを行い、期待通りの動作を確認できるまで、
デバッグ・修正作業を繰り返します。

デバッグ・修正作業を繰り返し、期待通りの動作を確認できたら、
プロジェクトの完成となります。



 

2章 プロジェクトの作成

2-2   PLCnext Engineer を起動する

PLCnext Engineer を起動するには、Windows 画面左下の検索バーに「PLCnext」と入力し、検索結果から
PLCnext Engineer を起動します。

または、 Windows 画面左下の「スタート」> 「PHOENIX CONTACT」> 「PLCnext Engineer …」 からも
起動できます。



 

3章 プロジェクト管理

PLCnext Engineer は、プロジェクトと呼ばれる単位で PLCnext runtime アプリケーションを管理します。
1台の PLCnext Control に、1つのプロジェクトファイルがダウンロードされることになります。

ここでは、プロジェクトの新規作成、プロジェクトの保存、作成済みプロジェクトの開き方についてかいせ
つします。



 

3章 プロジェクト管理

3-1   プロジェクトを新規作成する

プロジェクトを新規作成する手順を解説します。

PLCnext Engineer を起動すると、以下のような画面が表示されます。

1. 対象の PLCnext Control の型式、及び、バージョンを選
択します。例えば、AXC F 2152 のバージョン 2020.0 向け
にプロジェクトを作成したい場合 「Empty AXC F 2152 v00 
/ 2020.0.0」 をクリックします



 

3章 プロジェクト管理

3-1   プロジェクトを新規作成する

2. PLCnext Engineer の画面が表示され、新規プロジェクトが作成されました。
ここから、プログラミング、I/O 設定、HMI 画面作成などを行えます。

参考: この時点で、プロジェクトファイルを一旦保
存しておくことをお勧めします。その後、プロジェ
クト設計中も、こまめにプロジェクトファイルを保
存することをお勧めします。保存手順は、「3-2   
プロジェクトを保存する」をご参照ください。



 

3章 プロジェクト管理

3-2   プロジェクトを保存する

作成したプロジェクトの保存手順を解説します。

1. 画面左上のメニューから File(ファイル) をクリックします。

2. File メニューが表示されます。
ファイルを上書きしたい場合:
Save Project (保存) を選択します。
ファイルを別名で保存したい場合:
Save Project As (名前を付けて保存) を選択しま
す。
Save Project (保存) を選択した場合、ここで作業
終了となります。
Save Project As (名前を付けて保存) を選択した
場合、次のページへ進んでください。 参考: 「Cntl + S」でも保存が可能です。



 

3章 プロジェクト管理

3-2   プロジェクトを保存する

3. ファイル保存画面が表示されますので、ファイル名を入力します。

4. ファイル名入力後、「保存」ボタンをクリックします。

参考:ファイル名には、プロジェクトを作成した
ときに使用した PLCnext Engineer のバージョン
番号を入れておくと便利です。



 

3章 プロジェクト管理

3-2   プロジェクトを保存する

5. 「保存」ボタンをクリックすると、拡張子 pcwex で保存されます。



 

3章 プロジェクト管理

3-3   プロジェクトを開く

以前作成したプロジェクトを開く手順を解説します。

1. 画面左上の “File” をクリックします。

2. “File” をクリックするとメニュー画面が表示されます。
メニューの中から、”Open Project...” を選択します。



 

3章 プロジェクト管理

3-3   プロジェクトを開く

3. ファイル選択画面が表示されますので、配布され
たプロジェクトファイルを選択します。

アイコンと拡張子 “.pcwex” が目印です。

4. ファイル選択後、”開く(O)” をクリックします。

参考: プロジェクトファイルは、以下のフォルダーに
保存しておくと便利です。
C:¥Users¥Public¥Documents¥PLCnext 
Engineer¥Projects



 

3章 プロジェクト管理

3-3   プロジェクトを開く

5. プロジェクトファイルが開くと、画面左上にプロジェク
トファイル名が表示されます。



 

4章 ネットワーク設定

ネットワーク関連の設定について解説します。PLCnext Control の IP アドレス設定や
PLCnext Control への接続を行うとき、この章をご参照ください。



 

4章 ネットワーク設定

4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する

PLCnext control の IP アドレス設定手順を解説します。PLCnext Control の IP アドレス・サブネットマスク

・デフォルトゲートウェイを設定できます。

1. Project をダブルクリックします。

2. Project 画面が表示されます。

4. IP アドレスの範囲を指定します。
* PLCnext Engineer が PLCnext Control 
へ、割り当てることのできる IP アドレスの範
囲のことを指します。

3. Settings タブを選択し、Settings 画面を表示します。
注: 「Settings」タブをクリックすると、画面が非表示となります。
再度クリックすると、画面が表示されます。



 

4章 ネットワーク設定

4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する

5. Axc-f-xxxx: AXC F xxxx をダブルクリックします。
* xxxx には PLCnext Control の型番が入ります。ここでは
AXC F 2152 を使用しています。



 

4章 ネットワーク設定

4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する

7. Settings をクリックします。
注: 「Settings」タブをクリックすると、
画面が非表示となります。再度クリックすると、
画面が表示されます。

8. Ethernet をクリックします。

6. axc-f-xxxx 画面が表示されます。



 

4章 ネットワーク設定

4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する

9. manual を選択します。

10. PC と接続できるよう設定します。



 

4章 ネットワーク設定

4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する

11. Project クリックし、Project 画面へ戻ります。

12. Online Devices をクリックします。

14. アイコンをクリックします。13. PC の Ethernet アダプタを選択します。



 

4章 ネットワーク設定

4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する

15. Status が へ変わります



 

4章 ネットワーク設定

4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する

Status が へ変わった場合



 

4章 ネットワーク設定

4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する

アイコンをクリックします



 

4章 ネットワーク設定

4-2   PLCnext Control へ接続する

PLCnext Control への接続手順を解説します。 PLCnext Control へ接続すると、PLCnext Control のステータ

スを PLCnext Engineer 上で確認できます。

1. Axc-f-xxxx: AXC F xxxx を右クリックします。
* xxxx には PLCnext Control の型番が入ります。ここでは
AXC F 2152 を使用しています。



 

4章 ネットワーク設定

4-2   PLCnext Control へ接続する

2. メニューが表示されます。
Connect / Disconnect を選択します。



 

4章 ネットワーク設定

4-2   PLCnext Control へ接続する

4. 「Username」 と 「Password」を入力します。

Password: 本体に記載されています。

3. PLCnext Control のログイン認証画面が表示されます。

User name: admin



 

4章 ネットワーク設定

4-2   PLCnext Control へ接続する

6.  ログインに成功すると >       へ変化し、
PLCnext Control への接続成功となります。
認証なしでのログインの場合 へ変化します。



 

5章 I/O モジュールの使用

PLCnext Control で、測定器やセンサなどの産業機器からデータを取得するには、Axioline と呼ばれる I/O 

モジュールを PLCnext Control に取り付けます。 Axioline では、デジタル入出力、アナログ入出力、シリア

ルポートなど様々な種類の I/O モジュールが用意されています。(* I/O モジュールの種類一覧につきまして

は、弊社へお問い合わせください。)

ここでは、PLCnext Control に取り付けられた I/O からデータを取得する手順を解説します。



 

5章 I/O モジュールの使用

5-1   I/O モジュールを登録する

PLCnext Control に取り付けた I/O モジュールを使用するには、まず初めに使用する I/O モジュールを

PLCnext Engineer に登録します。ここでは、登録手順を解説します。

1. Axioline F() をダブルクリックします



 

5章 I/O モジュールの使用

5-1   I/O モジュールを登録する

2. Axioline F の画面が表示されます。

4. Select type here をクリックします

3. Device List を選択し、Device List を表示します。



 

5章 I/O モジュールの使用

5-1   I/O モジュールを登録する

4. I/O モジュールのリストが表示されます。
リストから使用する I/O モジュールを選択し
ます。

参考: このリストはオートコンプリート機能を
持っています。対象 I/O モジュール名の一部
を入力すると、候補となる I/O モジュールが
表示されます。



 

5章 I/O モジュールの使用

5-1   I/O モジュールを登録する

注: 複数モジュールを使用する際には、登録
の順番にご注意ください。
一番左側に配置された Axioline モジュール
を先頭(#1)に、左から2番目に配置された
モジュールを2番目(#2) に、、、、と順番
に設定します。順番を守らないと、エラーが
発生します。



 

5章 I/O モジュールの使用

5-1   I/O モジュールを登録する

5. 登録が完了すると Axioline F() の下に、
登録した I/O モジュール名が表示されます。



 

5章 I/O モジュールの使用

5-2   I/O データを取得する

I/O から取得したデータをプロジェクト内で使用するには、I/O ポートをグローバル変数に割り当てます。

初めに I/O データ用のグローバル変数を宣言します。宣言したグローバル変数へ I/O ポートを割り当てます。

割り当てが行われたグローバル変数には、I/O から取得したデータが代入されます。このグローバル変数を

プロジェクト内で使用すると、I/O から取得したデータをプロジェクト内で使用することができます。



 

5章 I/O モジュールの使用

5-2   I/O データを取得する

1. I/O ポートに割り当てるグローバル変数を用意するため、
プロジェクト編集画面を開きます。



 

5章 I/O モジュールの使用

5-2   I/O データを取得する

2. Variables タブをクリックし、変数の編集画面を開きます。

4. Usage を External に変更します

3. I/O ポートに割り当てる変数を宣言します。



 

5章 I/O モジュールの使用

5-2   I/O データを取得する

5. 変数を割り当てる I/O モジュール画面を開きます。



 

5章 I/O モジュールの使用

5-2   I/O データを取得する

6. Data List タブをクリックします

7. 変数を割り当てる I/O ポート の Select Variable 
(PLC) here をクリックし、プルダウンリストから
変数を選択します。



 

6章 プログラミング

PLCnext Engineer では、IEC61131-3 を使い PLCnext runtime のプログラミングを行うことができます。



 

6章 プログラミング

6-1   ST 言語によるプログラミングを行う

IEC61131-3 ST 言語でのプログラミング手順を解説します。プログラミングのおおまかな流れとしては、

変数宣言 > コーディング > 文法チェック

となります。



 

6章 プログラミング

6-1   ST 言語によるプログラミングを行う

1. プロジェクト編集画面を開くため、
COMPONENTS > Programming > 
Local >Programs > Main
をダブルクリックします。

2. Add ST Code Worksheet をクリックします。



 

6章 プログラミング

6-1   ST 言語によるプログラミングを行う

プロジェクト内で使用する変数を宣言します。

変数名を記入します
変数のスコープを選
択します

変数の型を選択します 変数の説明を記述します(任意)

初期値を設定します

Variables をクリックします

参考: I/O モジュールを使用する場合、I/O からのデータを取得するためのグローバル変数を
準備する必要があります。I/O からのデータ取得方法は、「5-2   I/O データを取得する」を
ご参照ください。



 

6章 プログラミング

6-1   ST 言語によるプログラミングを行う

コーディング

Code をクリックします

:= 値の代入 ; 行の終わり

If 条件文
IF a = b 
Then C 
END_IF

*詳細は、PLCnext Engineer Help を参照してください。
IEC 61131-3 Programming > Programming ST > ST Code Objects



 

6章 プログラミング

6-1   ST 言語によるプログラミングを行う

文法チェック

1. エラー・ワーニングが表示されたら

2.      アイコンをクリックします

3. エラー・ワーニングの内容が表示されます

*詳細は、PLCnext Engineer Help 参照
Error Catalog



 

7章 タスク管理

PLCnext Engineer では、作成したプログラムを定周期タスクに割り当てます。

作成したプログラムを定周期タスクに割り当てることで、プログラムは定周期で繰り返し実行されます。



 

7章 タスク管理

7-1   タスクを作成する

1. PLCnext() をダブルクリックします。



 

7章 タスク管理

7-1   タスクを作成する

2. PLCnext 画面が表示されます。

3. Task and Events を選択します。

4. デフォルトで Cyclic100 タスクが 用意されています。
このタスクを利用できます。

5. タスクを追加するには
Enter task name here
をクリックしタスク名を入力します。



 

7章 タスク管理

7-1   タスクを作成する

6. 例えば、Cyclic200 という名前の
タスクを追加するには、Cyclic200 
と入力し、Enter キーを押します。

注: タスク名には、英数字のみ使用できます。
‘+’ 、’*’ などの記号やスペースは使用できません。



 

7章 タスク管理

7-1   タスクを作成する

7. Cyclic200 という名前のタスクが作成されます。



 

7章 タスク管理

7-1   タスクを作成する

Interval: タスクの実行周期を指定しま
す。設定単位・最小値は Controller の
種類によって変わります。AXCF2152 
は1ms 単位で、1ms から設定可能です。

Priority: タスクの優先度を 0-15 の範
囲で指定できます。0 が最高優先度、15 
が最低優先度となります。

Threshold: タスク実行時間の閾値を指
定します。タスク実行時間がこの閾値を
超えるとカウンタがインクリメントされ
ます。

*watchdog error 発生時の動作に
ついては、PLCnext Engineer Help 
参照してください。
PLC Runtime Configuration > 
Task Configuration > Tasks and 
Watchdogs

Watchdog: タスク実行時間の閾値を指
定します。タスク実行時間がこの閾値を
超えると watchdog error が発生し、
すべてのタスクが停止されます。

8. タスク作成後、タスク特性の設定を行います。



 

7章 タスク管理

7-2   プロジェクトをタスクに割り付ける

1. PLCnext() をダブルクリックします。



 

7章 タスク管理

7-2   プロジェクトをタスクに割り付ける

2. PLCnext 画面が表示されます。

3. Task and Events を選択します。

4. デフォルトで Main プロジェクトが Cyclic100 タスクに割り付けられていま
す。

5. プロジェクトをタスクに割り付けるには、Select program type here 
をクリックします。



 

7章 タスク管理

7-2   プロジェクトをタスクに割り付ける

6. クリックすると、選択可能なプロジェクト一覧が表示されます。
タスクに割り付けたいプロジェクトを選択します。ここでは例と
して Robot というプロジェクトを選択します。



 

7章 タスク管理

7-2   プロジェクトをタスクに割り付ける

7. Robot がタスクに割り付けられました。

参考: この名前は、プロジェクトが割り当てられると、自動的に設
定されます。名前を変更したい場合、ここをクリックします。ク
リックすると編集モードとなり、名前の変更が可能となります。



 

8章 HMI(Web 画面)
HMI とは、Human Machine Interface の略で、機器状態の可視化、機器制御を目的とした Web 画面のことを

指します。通常、Web 画面を作成するには、HTML 言語や Java Script 言語などの知識が必要となります。

PLCnext Engineer では、これらの知識なしで、Web 画面の作成が可能となります。



 

8章 HMI(Web 画面) 

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示するには、表示したい変数を HMI 対応するための設定を行います。

1. プロジェクト編集画面を表示します。

2. 変数の設定を行うため Variables タブをクリックします

3. Usage の設定を External にします。



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

変数の設定(続き)

4. axc-f-xxxx 画面を表示します。

5. Data List をクリックします。

6. HMI(Web) 表示させたい変数の
Select Process data item here 
をクリックします。

7. クリックするとメ
ニューが表示されます。
Add HMI を選択します。



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

変数の設定(続き)

8. HMI tag の列に変数名が表示されます。



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

HMI(Web) ページの作成

1. HMI Webserver > Application 
を右クリックします

2. Add HMI Page を選択します



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

Startup (先頭)ページの設定

3. HMI Page 編集画面が表示されます

1. Page を右クリックします

2. Set HMI Page as Startup
を選択します



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

Startup (先頭)ページの設定 (続き)

4. Page 横のアイコンが に変わります



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

カウンターゲージの作成。ここでは例として、INT 型変数をカウンターゲージで表示する手順を解説します。

COMPONENTS > HMI > Symbols > Radial Gauge
をクリックし、そのまま編集画面へドラッグします。



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

カウンターゲージへ変数の割り付け

1. Parameters タブをクリックします。

2. プルダウンリストから変数を選択します。



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

カウンターリセットボタンの作成。ここでは、前ページで作成したカウンターの値をリセットするボタンを

作成する手順を解説します。

COMPONENTS > HMI > Objects > Button
をクリックし、そのまま編集画面へドラッグします。



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

カウンターリセットボタンへアクションを追加

1. ダブルクリックして名前を編集します

2. Dynamics タブをクリックします

3. New dynamics をクリックします

4. プルダウンリストから
Action > Action on Click を選択します



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

カウンターリセットボタンへアクションを追加(続き)

5. Action プルダウンリストから Write value を選択します



 

8章 HMI(Web 画面)

8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する

カウンターリセットボタンへアクションを追加(続き)

8 変数を選択します
7. ‘0’ (リセットボタンクリック
後の値) をセットします

6. Constant (上書きする値
の種類)を選択します



 

8章 HMI(Web 画面)

8-2   作成した HMI(Web 画面)をダウンロードする

作成した HMI(Web 画面)は、プロジェクトのビルド・書き込みと同時に、PLCnext Control へ

ダウンロードされます。プロジェクトのビルド・書き込み手順は「9-1   プロジェクトをビルド・書き込み

する」をご参照ください。



 

8章 HMI(Web 画面)

8-3   作成した HMI(Web 画面) へアクセスする

HMI (Web 画面) が PLCnext Control へダウンロードされると、その HMI(Web 画面) へアクセス可能となり

ます。通常の Web ブラウザでアクセスが可能です。



 

8章 HMI(Web 画面)

8-3   作成した HMI 画面へアクセスする

Web ブラウザからアドレスを入力します



 

9章 プロジェクトのビルド・書き込み

プロジェクト (プログラミング、I/O の設定、HMI 作成など) 完成後、プロジェクトをビルドし、PLCnext

Control へ書き込むと、作成したプロジェクトが自動的に PLCnext Control で実行されます。

警告
- 作成したプロジェクトを実行またはデバッグする前に、そのプロジェクトロジックが意図しない・間違っ
て機能した場合に危険な状況となることを回避するための適切な組織的対策 (適切な部門標準に従った) が
取られていることを確認してください。
- 機械が動作している間、その機械の動作エリアには入らないでください。
- 機械が動作している間、その機械の動作エリアに、誰も近づけないようにしてください。
- 機械が通常動作モード以外のモードで動作している間、関連する部門標準によって与えられた規則に従っ
てください。
- 人や装置が危険な状態にあるとき、適切な安全保護装置を使用してください。



 

9章 プロジェクトのビルド・書き込み

9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする

1. 右クリックし、メニューを表示させます。

警告
- 作成したプロジェクトを実行またはデバッグする前に、そのプロジェクトロジックが意図しな
い・間違って機能した場合に危険な状況となることを回避するための適切な組織的対策 (適切な
部門標準に従った) が取られていることを確認してください。
- 機械が動作している間、その機械の動作エリアには入らないでください。
- 機械が動作している間、その機械の動作エリアに、誰も近づけないようにしてください。
- 機械が通常動作モード以外のモードで動作している間、関連する部門標準によって与えられた
規則に従ってください。
- 人や装置が危険な状態にあるとき、適切な安全保護装置を使用してください。



 

9章 プロジェクトのビルド・書き込み

9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする

2. メニュー内の Write and Start Project をクリックすると、
プロジェクトのビルドと書き込みが開始されます。



 

9章 プロジェクトのビルド・書き込み

9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする

4. 「Username」 と 「Password」を入力し、Enter 
キーを押します。

Password: 本体に記載されています。

3. PLCnext Control のログイン認証画面が表示されます。

User name: admin



 

9章 プロジェクトのビルド・書き込み

9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする

5. 正しい Username と Password が入力されると
ビルド・書き込み処理が開始されます。
画面下でビルド・書き込みの進捗確認を行えます。



 

9章 プロジェクトのビルド・書き込み

9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする

6. プロジェクトのビルドが成功すると、このような
メッセージが表示されます。



 

9章 プロジェクトのビルド・書き込み

9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする

7. ビルドが成功すると、書き込み処理へ移ります。



 

9章 プロジェクトのビルド・書き込み

9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする

8. 書き込みに成功すると >       へ変化し、
デバッグモードへ移ります。



 

10章 デバッグ

PLCnext Engineer では、以下のデバッグを用意しています。

ここでは、以下のデバッグ方法について解説します。

 変数モニター

 変数強制書き換え

 WATCHES (指定した変数のみをモニター)

 LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)

 Breakpoint

警告
- 作成したプロジェクトを実行またはデバッグする前に、そのプロジェクトロジックが意図しな
い・間違って機能した場合に危険な状況となることを回避するための適切な組織的対策 (適切な
部門標準に従った) が取られていることを確認してください。
- 機械が動作している間、その機械の動作エリアには入らないでください。
- 機械が動作している間、その機械の動作エリアに、誰も近づけないようにしてください。
- 機械が通常動作モード以外のモードで動作している間、関連する部門標準によって与えられた
規則に従ってください。
- 人や装置が危険な状態にあるとき、適切な安全保護装置を使用してください。



 

10章 デバッグ

10-1   変数モニター

1. PLANT 内でのプロジェク
ト名をダブルクリックします。

2. プロジェクト実行中の
変数が表示されます。



 

10章 デバッグ

10-2   変数強制書き換え

1. 変数をクリックすると変数
を強制的に書き換えることがで
きます。



 

10章 デバッグ

10-3   WATCHES (指定した変数のみをモニター)

1. 変数を右クリックします。

2. Add To WATCHES をクリックします。



 

10章 デバッグ

10-3   WATCHES (指定した変数のみをモニター)

3.       アイコンをクリックします。

4. 指定した変数が WATCHES ウインドに表示されます。



 

10章 デバッグ

10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)

1. 変数を右クリックします。

2. Add To LOGIC ANALYZER をクリックします。



 

10章 デバッグ

10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)

4.     アイコンをクリックします

3. 追加された変数が表示されます

4.     アイコンをクリックします。

3. 追加された変数が表示されます。



 

10章 デバッグ

10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)

5.      アイコンをクリックするとデータ収集を開始します。



 

10章 デバッグ

10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)

6. 収集したデータがグラフ表示されます。



 

10章 デバッグ

10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)

7.      アイコンをクリックするとデータ収集を停止します。



 

10章 デバッグ

10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)

8.      アイコンをクリックすると収集したデータを csv 形式で保存できます。



 

10章 デバッグ

10-5   Breakpoint

1. クリックするとブレークポイントをセットできます。



 

10章 デバッグ

10-5   Breakpoint
2. axc-f-xxxx-x 画面を表示します。

3. Cockpit をクリックします。
4. アイコンをクリックします。

5. Activate / Deactivate All BP
をクリックします。



 

10章 デバッグ

10-5   Breakpoint

6. Breakpoint 有効時の注意点が表示されます。
内容を理解した上で Yes をクリックします。



 

10章 デバッグ

10-5   Breakpoint

7. Breakpoint をセットした箇所で停止します。



 

10章 デバッグ

10-5   Breakpoint

9. アイコンをクリックし BREAKPOINTS 画面を開きます。

8. アイコンをクリックすると次のブレークポイントまで実行します。



 

10章 デバッグ

10-5   Breakpoint

10. ブレークポイントを解除するには、 アイコンをクリックしてから

11. アイコンをクリックします。



 

10章 デバッグ

10-5   Breakpoint

アイコンをクリックするとデバッグモードを終了します。


	PLCnext Engineer�の基本的な操作方法
	PLCnext Engineer の基本的な操作方法
	目次
	目次
	目次
	1章   PLCnext Engineer のインストール・アンインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-1   PLCnext Engineer のインストール
	1-2   PLCnext Engineer をアンインストールする
	1-2   PLCnext Engineer をアンインストールする
	1-2   PLCnext Engineer をアンインストールする
	1-2   PLCnext Engineer をアンインストールする
	1-2   PLCnext Engineer をアンインストールする
	2章   プロジェクトの作成
	2-1   プロジェクトの作成手順
	2-1   プロジェクトの作成手順
	2-1   プロジェクトの作成手順
	2-1   プロジェクトの作成手順
	2-1   プロジェクトの作成手順
	2-2   PLCnext Engineer を起動する
	3章   プロジェクト管理
	3-1   プロジェクトを新規作成する
	3-1   プロジェクトを新規作成する
	3-2   プロジェクトを保存する
	3-2   プロジェクトを保存する
	3-2   プロジェクトを保存する
	3-3   プロジェクトを開く
	3-3   プロジェクトを開く
	3-3   プロジェクトを開く
	4章   ネットワーク設定
	4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する
	4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する
	4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する
	4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する
	4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する
	4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する
	4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する
	4-1   PLCnext Control へ IP アドレスを設定する
	4-2   PLCnext Control へ接続する
	4-2   PLCnext Control へ接続する
	4-2   PLCnext Control へ接続する
	4-2   PLCnext Control へ接続する
	5章   I/O モジュールの使用
	5-1   I/O モジュールを登録する
	5-1   I/O モジュールを登録する
	5-1   I/O モジュールを登録する
	5-1   I/O モジュールを登録する
	5-1   I/O モジュールを登録する
	5-2   I/O データを取得する
	5-2   I/O データを取得する
	5-2   I/O データを取得する
	5-2   I/O データを取得する
	5-2   I/O データを取得する
	6章   プログラミング
	6-1   ST 言語によるプログラミングを行う 
	6-1   ST 言語によるプログラミングを行う 
	6-1   ST 言語によるプログラミングを行う 
	6-1   ST 言語によるプログラミングを行う 
	6-1   ST 言語によるプログラミングを行う 
	7章   タスク管理
	7-1   タスクを作成する
	7-1   タスクを作成する
	7-1   タスクを作成する
	7-1   タスクを作成する
	7-1   タスクを作成する
	7-2   プロジェクトをタスクに割り付ける
	7-2   プロジェクトをタスクに割り付ける
	7-2   プロジェクトをタスクに割り付ける
	7-2   プロジェクトをタスクに割り付ける
	8章   HMI(Web 画面)��
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する��
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する�
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する�
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する�
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する�
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する�
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する
	8-1   データ(変数)を HMI (Web 画面) に表示する
	8-2   作成した HMI(Web 画面)をダウンロードする
	8-3   作成した HMI(Web 画面) へアクセスする�
	8-3   作成した HMI 画面へアクセスする�
	9章   プロジェクトのビルド・書き込み�
	9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする�
	9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする�
	9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする�
	9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする
	9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする
	9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする
	9-1   プロジェクトをビルド・書き込みする
	10章   デバッグ
	10-1   変数モニター
	10-2   変数強制書き換え
	10-3   WATCHES (指定した変数のみをモニター)
	10-3   WATCHES (指定した変数のみをモニター)
	10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)
	10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)
	10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)
	10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)
	10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)
	10-4   LOGIC ANALYZER (変数をグラフ表示)
	10-5   Breakpoint�
	10-5   Breakpoint
	10-5   Breakpoint
	10-5   Breakpoint
	10-5   Breakpoint
	10-5   Breakpoint
	10-5   Breakpoint

